
ご 挨 拶 

時和特別支援学校として、開校３年目を迎える令和８年度が始まりました。保護者の皆様や地域の皆

様におかれましては、本校の教育活動にご理解やご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

本校は、時津町及び長与町、長崎市北西部に居住する知的障害のある児童生徒の教育的ニーズに

対応する特別支援学校です。今年度は、児童生徒が２２名増え、１８５名（小学部８９名、中学部４４名、高

等部５２名）、教職員９４名となりました。 

登校時のスクールバスについては、住吉経由、長与経由、畝刈経由の計３便で運行していますが、希

望者が多く、多くの皆様に保護者による送迎や単独での通学などへのご協力をいただき、ありがとうご

ざいました。児童生徒数は、今後も増えることが見込まれておりますので、引き続き保護者による送迎や

単独での通学などのご協力をよろしくお願いします。また、児童生徒数が増えたことにより、学級数も増

えることとなり、教室不足の問題も生じてきました。今後は、教室数の対応についても考えていきたいと思

いますが、保護者の皆様のご理解とご協力をお願いします。  

さて、今年度は、１１月７日（土）に、小学部・中学部・高等部合同で時和祭を開催します。それぞれの学

部の学習の様子や子供の成長の様子を感じられる日になると思いますので、楽しみにしていただければ

と思います。 

今年度も、「健やかで 豊かに学び 拓く」という校訓の下、考えられた学校教育目標等の達成を目指

し、そして、昨年度の学校評価の結果や反省、保護者の皆様からのご意見を参考にしながら教育活動を

行っていきたいと思います。 

最後に、学校は、安全で安心できる場所、楽しく学べる場所でなければならないと考えています。また、

校名にも込められている「子供たちには笑顔で、周りの人を和やかにする存在になってほしい。」「平和

を大切にする子供に育ってほしい」などの思いを実現する学校づくりも大切にしていきたいと思います。

私たち教職員一同が連携・協力して、児童生徒の教育に全力で取り組んで参りますが、保護者の皆様や

地域の皆様のご協力がなければ、よりよい教育活動はできません。 

これからも本校の教育活動にご支援とご協力をよろしくお願いします。 
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